
慈光平廃寺跡（比企郡小川町）

インターネットより

インターネットより

慈光平廃寺は慈光寺に先行する山岳寺院！



「埼玉の古代寺院」より

山林寺院としての慈光平廃寺は道忠や道忠教団との関連性が！
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インターネットより



　　　　東武東上線
↓

インターネットより
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県道254号線



東武東上線
　　↓

インターネットより

　　　　　↑
　　県道254号線



　東武東上線の線路の両脇及び県道254号線の両脇に点在する







　　東武東上線
　　　　↓

　　↑ 「埼玉の古代寺院」より

県道254号線



「埼玉の古代寺院」より



　　　　この東武東上線の両脇に慈光平廃寺は点在する





　線路の左手



慈光平廃寺は左手に見える県道254号線の向こう側にまで広がる



県道254号線から東武東上線方向を見る（前方は調査隊の車）



その左手方向を見る



　　県道254号線の向こう側を見る



道忠は慈光寺の開基で道忠教団を形成し、8世紀後半を中心に武蔵国、上野国、下野国という地域を
拠点に活動した！



慈光寺アプローチ







観音堂へ向かう





　こちらは別ルートで観音堂へ行ける



　　　　前方に観音堂が見えてくる



　　　慈光寺観音堂/1803年再建



　　平成5年～平成9年に改修・修復が行われているが安田工務店が携わっている

















細かい文様の地彫または彫刻が施された虹梁やその上の彫刻欄間、そして伝説の「夜荒らしの名馬」がある







　　　　　　左手には賓頭蘆尊者坐像（びんづるそんじゃざぞう）が置かれている







　　外陣部分









　外陣は吹き放しで履物のまま昇殿できる様式となっており、札所建築の特徴という





　　　　　　外陣の格天井と伝説の「夜荒らしの名馬」





　　　向拝の柱の文様





　　　手水舎



　　板石塔婆



宝篋印塔（中央）



　　石造層塔



　般若心経堂





　国宝の法華経一品経　阿弥陀経　般若心経三十三巻のコピー版が置かれている





　如意輪観音





　　　　　板石塔婆/鎌倉時代





畠山重忠・重保父子を供養する碑とのこと

　　　　　←重忠





　　　　　宝物殿/ここに国宝の法華経一品経　阿弥陀経　般若心経三十三巻の本物が展示されている





　　　申八梵王（さるはちぼんのう）





　　　　　弘法大師筆　隅寺心経





　　　　　紺紙金字一字宝塔心経





　　　四足門



　　　　本坊







　　　　　境内側より四足門を見る



　　　　鐘楼





　　　　　　この木は多羅葉（たらよう）/埼玉県指定天然記念物





　　破体心経





良寛書　楷書心経





この銅鐘は国の重要文化財/鎌倉時代



















　　釈迦堂跡







　　　昭和60年に焼失した江戸時代再建の釈迦堂



　　釈迦堂跡



釈迦堂跡の遠方に開山塔の覆堂が見える



この中に慈光寺を開山した道忠の墓とした開山塔（国の重要文化財）が収められている















ここからの景色



　前方はトイレ


